
リ
ー
ト
や
美
容
等
で
た
ん

ぱ
く
質
を
多
く
摂
取
し
た

い
人
向
け
に
開
発
し
た
商

品
で
、
た
ん
ぱ
く
質
が
30

ｇ
も
あ
り
、
通
常
の
レ
ト

ル
ト
カ
レ
ー
の
倍
以
上
配

合
し
て
い
る
の
が
最
大
の

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

の
大
手
ス
ー
パ
ー
ヤ
オ
コ

ー
が
久
喜
菖
蒲
店
な
ど
で

扱
う
な
ど
、
そ
の
数
は
60

店
舗
に
増
え
た
。

「
ア
ス
メ
シ
」
は
加
須

特
産
の
無
花
果
を
使
っ
た

中
辛
カ
レ
ー
（
２
０
０

ｇ
）
で
５
０
０
円
。
ア
ス

な
く
な
っ
た
そ
う
。
そ
こ

で
第
三
弾
と
し
て
11
月
８

日
納
品
の
形
で
再
度
６
０

０
０
食
を
製
造
メ
ー
カ
ー

に
発
注
し
た
。

売
上
げ
が
好
調
の
要
因

と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
〝
う

ち
食
〟
が
増
え
た
こ
と
、

レ
ト
ル
ト
な
の
で
調
理
の

手
軽
さ
が
受
け
て
い
る
の

で
は
…
と
の
声
も
あ
る
。

「
ア
ス
メ
シ
」
を
取
り
扱

っ
て
い
る
店
舗
は
７
月
当

初
、
加
須
市
内
の
小
売
店

や
道
の
駅
な
ど
20
店
舗
だ

っ
た
が
、
現
在
は
市
内
の

コ
ン
ビ
ニ
や
埼
玉
県
有
数

加
須
ブ
ラ
ン
ド
立
ち
上

げ
の
一
環
で
加
須
市
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
と
高
校

野
球
の
名
門
・
花
咲
徳
栄

高
校
の
生
徒
が
連
携
し
て

作
っ
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

「
ア
ス
メ
シ
」
の
売
上
げ

が
好
調
を
博
し
て
い
る
。

発
売
元
の
加
須
市
南
町

の
㈱
ば
っ
か
す
に
よ
る

と
、
製
品
記
者
発
表
を
し

た
７
月
20
日
に
時
点
で
用

意
し
た
３
０
０
０
食
は
７

月
末
ま
で
に
在
庫
ゼ
ロ
と

な
り
、
８
月
に
入
っ
て
発

注
し
た
６
０
０
０
食
も
10

月
上
旬
で
４
０
０
０
食
は

10
万
円
給
付

99
％
受
取
る

コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
一
環

で
国
民
１
人
当
た
り
一
律

10
万
円
を
支
給
し
た
「
特

別
定
額
給
付
金
」
の
受
給

状
況
だ
が
、
久
喜
市
、
加

須
市
と
も
対
象
世
帯
の
99

％
が
受
け
取
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。

令
和
２
年
４
月
27
日
時

点
で
各
地
方
公
共
団
体
の

住
民
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
者
に
対
し
て
、
各
世

帯
の
世
帯
主
が
各
自
治
体

の
窓
口
に
申
請
す
れ
ば
10

万
円
を
支
給
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
申
請
状
況

は
久
喜
市
＝
対
象
６
万
７

１
０
３
世
帯
中
、
６
万
６

４
４
４
世
帯(

99･

０
％)



加
須
市
＝
４
万
８
０
８
９

世
帯
中

４
万
７
８
７
６

世
帯(

99･

５
％)

だ
っ
た


吉
村
修
一
・
同
協
議
会

事
務
局
担
当
は
「
大
変
前

向
き
な
返
事
を
頂
き
よ
か

っ
た｣

と
満
足
し
て
い
た


く
く
り
カ
フ
ェ

ケ
ー
キ
お
土
産

な
お
こ
の
日
同
協
議
会

で
は
大
野
知
事
へ
の
お
土

産
と
し
て
、
酒
粕
で
作
っ

た
「
く
く
り
カ
フ
ェ
の
ケ

ー
キ｣

「
武
蔵
屋
の
五
家

宝
」
な
ど
を
手
渡
し
た
。

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
席
上
、
こ

れ
ま
で
開
発
し
て
き
た
成

果
品
を
次
々
に
出
し
て
試

飲
・
試
食
を
懇
願
。
そ
の

中
で
大
野
知
事
か
ら
「
埼

玉
産
の
埼
玉
グ
ル
メ
を
や

り
た
い
と
思
う
。
ス
ト
リ

ー
性
、
地
域
性
を
持
た
せ

て
、
皆
に
知
っ
て
い
た
だ

く
仕
組
み
づ
く
り
を
県
で

検
討
し
た
い
」
と
の
言
質

を
引
き
出
し
た
。

釜
屋
で
は
小
森
順
一
・

釜
屋
社
長
（
協
議
会
会

長
）
の
先
導
で
２
７
２
年

続
く
釜
屋
の
酒
蔵
を
案
内

さ
れ
、
お
酒
の
出
来
る
工

程
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
。
こ
の
あ
と
関
係
者
一

同
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

意
見
交
換
を
開
始
。

同
協
議
会
で
は
大
野
知

事
が
〝
埼
玉
ブ
ラ
ン
ド
の

開
発
〟
〝
地
産
地
消
〟

〝
埼
玉
グ
ル
メ
〟
の
発
信

て
県
政
に
反
映
さ
せ
る
」

目
的
で
昨
年
の
知
事
就
任

以
来
、
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
〝
ふ
れ
あ
い
訪
問
〟

の
一
環
。
こ
の
日
は
ス
ク

リ
ー
ン
イ
ン
キ
の
製
造
で

国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
る
蓮
田
市

の
セ
イ
コ
ー
ア
ド

バ
ン
ス
や
国
産
小

麦
だ
け
で
パ
ン
ケ

ー
キ
用
の
粉
を
製

粉
し
て
い
る
幸
手

市
の
前
田
食
品
を

ま
ず
視
察
。
午
後

３
時
前
に
最
後
の

訪
問
地
と
し
て
釜

屋
に
到
着
し
た
。

の
要
請
に
応
え
て
、
同
製

品
な
ど
を
埼
玉
産
の
〝
埼

玉
グ
ル
メ
〟
と
し
て
売
り

出
す
Ｐ
Ｒ
の
先
頭
に
立
つ

こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。

大
野
知
事
の
視
察
は

「
地
域
の
実
情
を
把
握
し

大
野
元
裕
・
埼
玉
県
知

事
は
こ
の
ほ
ど
、
加
須
市

内
に
あ
る
老
舗
酒
蔵
・
釜

屋
を
訪
ね
、
同
酒
蔵
や
農

家
、
小
売
店
な
ど
が
連
携

し
て
立
ち
上
げ
た
「
加
須

市
の
酒
米
と
地
酒
協
議

会
」
の
開
発
成
果
品
を
視

察
し
た
。
同
知
事
は
酒
米

埼
玉
県
産
山
田
錦
で
作
っ

た
純
米
大
吟
醸
「
加
須
の

舞
」
や
、
加
須
産
イ
チ
ジ

ク
を
用
い
た
リ
キ
ュ
ー
ル

な
ど
を
試
飲
し
、
山
田
錦

の
酒
粕
で
作
っ
た
プ
リ
ン

や
羊
羹
な
ど
に
舌
鼓
を
打

ち
、｢

美
味
い｣｢

素
晴
ら

し
い｣

を
連
発
同
協
議
会

っ
て
開
校
し
て
い
る
「
久

喜
市
民
大
学
」
と
「
久
喜

高
齢
者
大
学
」
の
利
用
者

に
と
っ
て
は
、
念
願
の
専

用
施
設
が
出
来
上
が
る
こ

と
に
な
る
。

在
、
既
に
議
場
を
ど
う
い

う
形
で
活
用
す
れ
ば
い
い

の
か
の
設
計
案
が
固
ま
っ

た
の
で
、

月

日
か
ら

開
会
予
定
の

月
議
会
に

は
そ
れ
に
基
づ
く
工
事
費

と
工
期
の
概
略
を
示
す
予

定
と
し
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
れ
ば
、
現
在
中
央
公
民

館
な
ど
市
内
各
施
設
を
使

年
度
中
に
は
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
い
」
と
語
る
。

約
２
４
５
㎡
も
あ
る
５

階
の
議
場
は
合
併
後
、
未

使
用
状
態
。
関
根
義
寬
・

市
総
務
部
企
画
政
策
課
長

に
よ
る
と

月

日
現

久
喜
市
は
市
民
待
望
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
鷲

宮
総
合
支
所
内
の
５
階
議

場
を
利
用
し
て
開
設
す
る

こ
と
を
決
定
、
「
令
和
３

成
人
式
分
散

加
須

５
会
場

加
須
市
は
来
年
１
月


日
の｢

成
人
式｣

を
パ
ス
ト

ラ
ル
か
ぞ
で
実
施
す
る
予

定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
５
会
場
に
分
散
し
て
行

う
こ
と
を
決
め
た
。

５
会
場
は
「
パ
ス
ト
ラ

ル
か
ぞ
大
・
小
ホ
ー
ル
」

「
キ
ャ
ッ
ス
ル
き
さ
い
」

「
北
川
辺
み
の
り
」
「
大

利
根
ア
ス
タ
ホ
ー
ル
」
。

細
田
周
作
・
生
涯
学
習

課
長
に
よ
る
と
、
来
年
の

対
象
者
は
９
８
９
人
。
対

象
者
に
は

月
中
に
ハ
ガ

キ
で
通
知
す
る
予
定
。

き残ることになると思う」と
し、「慣例で求めているものは
廃止の方向になる」とした。

加須市 前向きに検討
一方、加須市は取材した月

日時点では〝脱ハンコ化〟の
時期は未定。若山貴博・総務部
業務改善課主幹は「押印規制の
話は行革大臣から出ている話な
ので、それを受けて前向きな検
討はさせていただいている状況
だが、どういうものだったら押
印を廃止していいのか、その判
断基準が分からないので…」と
慎重な言い回しで、市としては
「いつからこうしますと今は言
える段階ではない」と話す。

脱ハンコ化問題はコロナ禍で
在宅勤務となったのにも関わら
ず、ハンコを押すだけのために
出社せざるを得ないサラリーマ
ンの悲哀とともに急浮上。その
後、９月に「デジタル庁の創
設」を看板施策に掲げた菅政権
が誕生し、行政改革担当大臣に
就任した河野太郎氏が「行政の
オンライン化、デジタル化を妨
げるものの一つにハンコがあ
る」と指摘。何でもハンコを押
すのでなく、不必要なものは押
印廃止に舵を切るべきと表明し
たのが発端となっている。

久喜市 来年４月実施へ
河野太郎・行革担当大臣が打

ち出した「脱ハンコ化」の流れ
が加速し、各地方公共団体や各
種業界で押印廃止を検討すると
ことが増えてきたが、久喜市は
令和３年４月1日から〝脱ハン
コ化〟に踏み切ることを決め、
その準備に入った。

大越政実・総務部庶務課長は
「大きく見直す方向で、今、庁
内全ての課で、押印を求めてい
るものがどのくらいあるのか、
洗い出しを掛けている段階」と
話す。今後のスケジュールとし
ては、約70ある各課が取りまと
めている情報を年内までに一元
的に庶務課で整理し、年明けか
ら「押印が今後も必要」「不必
要」の選別に入る予定。必要、
不必要の選別の基準について
は、「法令で押印の必要性が強
く求められているものは引き続

久喜市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー｢

鷲
宮｣

令
和
３
年
度
中
の
開
設
明
言

菅政権誕生で脱ハンコ化加速 大
野
知
事｢

ふ
れ
あ
い
訪
問

釜
屋｣

埼
玉
ブ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
の
先
頭
に
立
つ
と
約
束

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
売
上
げ
好
調

｢
ア
ス
メ
シ｣

在
庫
ゼ
ロ
で
再
発
注

写
真
㊧
が
大
野
知
事

2020年(令和2年)11月15日 (2)


